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CANFD に下記クロックの制限事項を追加します。 

32.1.2 クロックの制限事項 

CAN 通信において、以下のクロックの制限事項を満たす必要があります。 

● PCLKA/2 = PCLKB ≧ CANFDCLK

● PCLKA/2 = PCLKB ≧ CANMCLK

イベントの消失を避けるため、CAN エンジンのクロック（CANFDCLK または CANMCLK）の周波数は PCLKB

クロック周波数より必ず低くしなければなりません。

CAN メッセージの損失を避けるため、PCLKB は CAN 通信ボーレートに従った周波数のクロックに設定する必 

要があります。このボーレートと PCLKB クロックの間の制限を、表 32.2 に示します。 

表 32.2 クロックの制限事項 

ボーレート PCLKB 

CANFD 1 Mbps（公称） 

8 Mbps（データ）(注 1) 

PCLKB ≧ 32 MHz 

1 Mbps（公称） 

5 Mbps（データ）(注 1) 

PCLKB ≧ 28 MHz 

1 Mbps（公称） 

2 Mbps（データ） 

PCLKB ≧ 20 MHz 

クラシカル CAN 1 Mbps（データ） PCLKB ≧ 16 MHz 

注 1. 通信用ビットレートは、ボードの設計や外部環境によって変わるため、十分な評価の上、決定してください。 

CANFD と CANMCLK の周波数は、必要なボーレートに依存します。ボーレートの設定方法については、 

「32.4.1.3. ボーレート」を参照してください。 
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